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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
摂食障害患者において身体や精神症状だけでなく、盗み、自傷行為、自殺企図、性的逸脱、アルコ
ール乱用、違法薬物使用などの問題行動をしばしば生じる。この中で盗みについては、繰り返される
場合に治療の対象なのか、それとも司法的問題なのかという疑問を常に生じ、これに対して精神科医
および司法関係者の間でも意見が異なり議論となっている。しかし、これについては実証的データが
ほとんどないため、本研究では摂食障害患者にみられる盗みの特徴について検討した。 
【対象】 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を 2008年 6月より 2010年 4月までの間に受診
した神経性食思不振症摂食制限型（AN-R）107例、神経性食思不振症過食/排出型（AN-BP）46例、神
経性過食症排出型（BN-P）113例、神経性過食症非排出型（BN-NP）38 例の合計 304 例の女性摂食障
害患者である。 
【方法】 
盗み、自傷行為、自殺企図、性的逸脱、アルコール乱用、違法薬物使用などの問題行動、盗みに関
する要因について自記式による問題行動調査票を用いて調査した。 
【結果】 
摂食障害患者 304例のうち盗みは 28.3%、自傷行為は 34.3%、自殺企図は 24.9%、性的逸脱は 17.1%、
アルコール乱用は 8.1%、違法薬物使用は 4.1%に認めた。盗みを認めた患者群は過食を呈することが
多く、その他の問題行動を高率に認めた。盗みが摂食障害の発症に先行していたものは 72.8%と高率
で、その他は摂食障害発症後に生じていた。初回の盗みの 90.0%は家庭外で行われ、盗品として食べ
物が 39.7%で食べ物以外が 60.3%であった。 
【結論】 
摂食障害患者の 28.3%に盗みを認め、これらの患者は過食やその他の問題行動を併存しやすいもの
と考えられた。また、摂食障害患者における盗みのすべてを疾患の一症状として扱うのは困難で、盗
みと摂食障害との関係は個々の症例において慎重に検討する必要があると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
摂食障害患者において身体や精神症状だけでなく、盗み、自傷行為、自殺企図、性的逸脱、アルコ
ール乱用、違法薬物使用などの問題行動をしばしば生じる。この中で盗みについては、繰り返される
場合に治療の対象なのか、それとも司法的問題なのかという問題を常に生じ、これに対して精神科医
および司法関係者の間でも意見が異なり議論となっている。しかし、これについては実証的データが
ほとんどない。本研究は摂食障害患者にみられる盗みの特徴について検討したものである。 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した神経性食思不振症摂食制限型
（AN-R）107 例、神経性食思不振症過食/排出型（AN-BP）46 例、神経性過食症排出型（BN-P）113
例、神経性過食症非排出型（BN-NP）38 例の合計 304 例の女性摂食障害患者である。盗み、 
自傷行為、自殺企図、性的逸脱、アルコール乱用、違法薬物使用などの問題行動、盗みに関する要因
について自記式による問題行動調査票を用いて調査した。 
その結果、摂食障害患者 304 例のうち盗みは 28.3%、自傷行為は 34.3%、自殺企図は 24.9%、性
的逸脱は 17.1%、アルコール乱用は 8.1%、違法薬物使用は 4.1%に認めた。盗みを認めた患者群は過
食を呈することが多く、その他の問題行動を高率に認めた。盗みが摂食障害の発症に先行していたも
のは 72.8%と高率で、その他は摂食障害発症後に生じていた。初回の盗みの 90.0%は家庭外で行わ
れ、盗品として食べ物が 39.7%で食べ物以外が 60.3%であった。 
これらの結果から、摂食障害患者の 28.3%に盗みを認め、これらの患者は過食やその他の問題行動
を併存しやすいものと考えられた。また、摂食障害患者における盗みのすべてを疾患の一症状として
扱うのは困難で、盗みと摂食障害との関係は個々の症例において慎重に検討する必要があることを明
らかにした。 
本研究は、摂食障害患者にしばしばみられる盗みと摂食障害という疾病そのものの関連を明らかに
したものであり、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
